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言語理解 、社会文化 と外国語教育 をテーマとす る第6回 中国語用論 シンポジウムが

1999年7月 に中国西南師範大学 で開かれ、本論文集 は総論、一般語用論、対照語用論、

認知語用論 、社会語用論、応 用語用論、語用論 と他分野間の研究7分 野か ら成る計49

篇の論文 によって構成 され、今 の中国語用論研究 の研究成果 と現状を示すもので あるv

1.総 論 臼 篇)

「中国語用 論研究の20年 」(文 旭)は 、中国語用論研究 の歴史を振 り返って、これ

までの研究 成果を総括 している。そ して、中国の語用論研究 は海外 の理論を導入す る

とともに、 中国語 自身 の研究に立脚 し、 自己の理論 を創 り、ミクロとマ クロの研究 を

互 いに関連 させ、語用論理論の応用研究 を強化すべきだ と強調 した0

「語用論の哲学的ルー ツ」(銭 冠連)は 、3つ の実例によって 中国が語用論導入の当

初にどのよ うに哲学的な考 え方 を処置 したか を詳 しく説明 している0哲 学は言語学と

密接 な関係が あり、 また、多 くの語 用論 の概念 も言語哲学か ら由来 しているので、哲

学の側面か らの語用論研究 は非常 に価値 があると述べて いるO

「(語用論研 究にお ける)経済学分析手法 の可能性」(向 明友)は 、経済学 と語用論 を

結びつけ、経済学の研 究方 法を語用論研究に応用 したもので.言 わ ば、経済 学分析語

用論(Ecanopragmatics)と でも言 うべ くものである0大 変ユニークで、新たな視点 と

研究方法を示 して くれた。

2.一 般 語 用 論(11篇)

一般語用 論は語用論研究の基本であるv直 示、推意、前提 、言語行為の他 に、本論

集 はまた他 の語用論 的現象 にも及んでいる。

「語用 の曖昧 さについて の再考」(何 自然)は 、語用論 と認知論、特に関連性理論 の

最新成果 を生か して、語用 の曖昧 さについて詳細な検証 を行った。
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「直示の語 用論的な位置 付けと使用法則」(周 流 渓)は 、中国語、特に古代漢語の直

示及びその使用法則をめ ぐって探 って いる0中 国語の直示詞 は大変豊富で、複雑でも

あ り、語用論研究の良い素材であるvそ のため、充分に検 討す る価値があると指摘 し

た。

「前提 の語用論研究概 観」(陳 治安 ・緒修偉)は 、5tiawson以 来の前提 につ いての語

用論研究 を分析批評 し、前 提に関 して包括すべ きカテゴ リーを論証 したうえ 、その本

質的特徴 を総括 した もので、前提の研究 にかな り参考になる。

「沈 黙についての語用 論機能」(趙 彩香)は 、言語 、文化、心理的な視点か ら、沈 黙

について、そ の機能 を検証 した。言語研究 の際 に沈黙の機能を見落 とすべ きで はな く、

沈黙は、発話 の補充 と見なすべきであると指摘 した0

3.対 照 語 用 論 研 究(3篇)

「笑中対 照語用論緒論」(陳 治安 ・文旭)は 、笑 中対照語用論 について 、そ の構築理

論 の基礎、学科の性質 、対照の原則 と方法 、研究 内容 と意義 を詳細 に論 じて いる。英

中対照語用論の研 究は、語用論、対照言語学 、異文化 コミュニケー ションの基礎理論

を充実するばか りではな く、言語研 究 と教育 、翻訳学及 び修辞学の発展に も寄与でき

る。

4.認 知 言語 学(6篇)

「言語使用 中の自我 と超 自我」(熊 学亮)は 、上海地 域の言語使用者 に関して、その

社 会的敏感 な話題の関わ り方 につ いて統計的調査 を行 っている。社会的発話 の場面 に

おいて は、抽象的な文化意識要因が含まれ、発 話に対 して微妙なが らも強 い制約 をも

た らす ことがで きると指 摘 した0

「語用論理論 と語用論的制約 の認知心理的根 拠」(再 永平)は 、言語 コミュニケー シ

ョンの認知 語用観 を論 じた。言語 コミュニケー ションの過程 は、双方が認知発話 場面

←一 へ仮に参入 する過程で ある
v成 功 のコミュニケー ションは、絶 えず認知発話場面 に対

して仮の過 程が参入 し、調整或 いは選択 した ものであ る。

「反語文 の認知基準 について」(曾指枕)は 、認知語用論の視点か ら反語文 の認知メ

カニズム と認 知過程 を分析 したoGrice,Sperber&Wilson、Clark&Gerrigな どの語用

論学者が反 語文理解 のメカニズムについての仮説 を詳 しく分析 してか ら、それ らの仮

説の不足を指 摘 し、反語文理解 に3つ のメカ ニズム仮説 を独 自に打ち出 した。
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5,社 会語 用論 と異 文 化 語 用論(12篇)

社会語用論(socialpragmatics)、 異文化語 用論(cross-culturalpragmatics)、 文化語 用

論(culturalpragmatics)な どはマ クロ語 用論のカテ ゴ リーに属す ものであるが、その

研究は近年以来 ますます盛ん になっている0

「中国 におけ る言語 コー ド転換の語用 論分析一順応分析法」(干国棟)は.Verschueren

の 「順応理論」 を応用 して.中 国における言語 コー ド転換の問題 を詳 しく分析 してい

る。言語 コー ド転 換は言語接触 によって発 生した 自然言語異変 である。 この言語現象

に関 して は、言語体 系と言語使 用者 に任せ て自然な成 り行きに決めさせ るべ きで ある

と主張 した。

「国際交流における発話の3分 類一仮説 と検証」(胡 庚 申)は 、国際交流 の発話場 面

を日常 コミュニケーション、専 門分野 の交流 と商談交渉の3つ のタイプに分類 し、定

性、定量 と実践解釈 の方法でその仮説に分析検証 した。国際交流の 「発話場面3分 類」

の確立は、発話場面 の研究の深める ことに、特 にます ます盛ん になる国際交流におけ

る語用論 研究に重要な意義を もた らす ことで あろう。

6,応 用 語 用 論(6篇)

「語用 の転移 と外国語教育」(武 波)は 、理論上か ら語用 の転移 の必要性及び初歩 的

な枠組 みを打ち出 した。語用転移 の研究 は外国語習得理論 のために新たな根拠を提 供

する ことができ、特 に応用言語学 の領域 にお いては、語用論の威 力を発揮 させる こと

ができる。

「英語 語彙 テス トにおける語用論 問題」(張 権)は 、大量 のデータを使 って、英語語

彙テス トにおける語用論問題 を集 中的 に議論 した。語 彙テス ト時、発話場面の設定に

おいては、情報が過不足或いは過剰 の2点 に気 をつけるべきで あると して いる。

7.語 用 論 と他 分 野 間 の研 究(8篇)

語用論 自身が分野 を越える性質 を持ち、言語学 と他 の人文科学、社会科 学の絆 的な

存在でもある。

「語用論 と機能言語学の関係 」(陳 治安 ・王電建)は 、詳細な対照分析 を通 して.語

用論と機 能言語学 の繋が りと相互補充性 を探 り、互 いの関係 に理論根拠 を提供 した。

「レ トリック効果 と発話の場面」(何 剛)は 、「語用 の修辞学」 という概念 を打ち出

した。発話 の レ トリック効果 はコミュニ ケー ション効 果のみな らず、また道徳的、美

学的な ど多 くの発話効果 も含 まれて いる。 レ トリックと語用論の間に高度な統一性 が

一121一



余 維

存在 して いる。語用論の理論 と方法は修辞学 の解釈 をよ り徹底的に、よ り科 学的 にさ

せ る ことがで き、 しか もよ り操作可能 にして くれ る。

もちろん 、本論文集 は第6回 中国語用論 シンポジウム の部分的内容であって、 まだ

取 り上 げて いない問題 も多 い。例えば、形式語用論の研究 はまだほとん ど空 白なので、

束定芳博士が大会での形式語用論の研究を強化す る提案 に対 して 、参加者 の強 い関心

と討論 を引 き起 こした。

以上のよ うに、本論文集は、最近 中国語用論研究の研 究成果 の一部分と現状 を示す

ものである。
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